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平成1 4年より1 7年まで本基盤研究で難治性網膜疾患に対する移植治療の試

みについて検討してきた.添付資料のように･多くの新しい知見をえることが

でき､これからの臨床応用に向けて大変有意義な成果が果たせたと思われる｡
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